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産業コンツェ/レン

巨大企業の生産構造 (3)

堀江英

I 問題

(205) 1 

わたしは，本誌106巻6号・ 108巻 1号の論文で，現代巨大企業の生産構造が，

産業資本主義段階白企業にみるような単工場または同一種類の仁場のたんな

る集積からなっているのとちがっ亡，関連しながらも相立に種類のちがってい

る多〈の工場の有機的結合体から構成されており，従ってまた現代巨大企業の r

生産単位は，産業資本主主主投階の企業の生産単位がたんなる工場であったのと

もがって，工場の重層的複合体としての日大な有機的生産統合体であるという

実壊を，説明した。産業資本主義から独占資本主義への推転をささえた企業に

よる「生産の集積Jは，よれまで多〈のひとひとが前提してきたようなたんな

る工場規模の姑大とか工場の集積ではな〈て I生産の集積|の単位そのもの

が工場から，工場を統合した生産有機体に発展したという質的な段階的な生産

過程の発展にささえられているのである。

ところで，さきの論文では，わたしは「生産の集漬」を，法的な意味での巨

大企業の内部構造に説明をせま〈限定した。現代の巨大企業の「生産の集積」

の中核が巨大企業そのものの生産構造にあるからである。だがそれにもかかわ

らず，現代の巨大企業の「生産の集積」を法的な意味での巨大企業の内部構造

にせま〈限定したのでは，巨大企業の生産構造の規模と構造をただしく把揮す

るととができない。巨大企業の「生産の集積」と生産構造は，法的な意味での

巨大企業U内部構造をつき破札まず第一に，いわゆる関連企業または系列企

業の生産を巨大企業の有機的生産統合体に編成しており，さらに第二に，その
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周Jllに膨大な協力企業をしt"がえてそれら協力企業の4.産を巨大企業の有機的

牛産統合体の不可欠の環に編成している。こうして巨大企業の「生産の集積」

の構造としての有機的生産統合体は，法的な意味での巨大企業→関連企業また

は系列企業→協力企業という 3つの企業類型の全体から構成されていることに

なる。現代の巨大企業の「生産の集積」は，法的な意味での巨大企業の「坐庭

の集積」より遥かに巨大で複雑な構造をもっている。

わたしはこれから関連企業または系列企業と協力企業を含めた巨大企業の生

産構造をできるだけ具体的に説明するつもりである。法的な怠味での巨大企業

を中核とする関連企業または系列企業は，資本結合と Lてのいわゆる企業集団

であるばかりでなく，むしろこうした企業集団をささえる基底として有機的生

産統合体を構成しているのが酋通であるが3 有機的生庫統合体を構成している

ιの企業集団はアメリカとイギリスでは狭義のトラスト (trust) またはグルー

プ (gruup)， ドイツではコンツェルγ(konzern) とよばれてきた。わたしはこ

うした企業集団を産業コンツェノレ γ とよんで，わが国でL、う金融集団を中核と

する金融コ γ ツェルソまたは財関コンツェノレ Y と区別する九 との区別はわが

同の巨大企業の構造を説明するうえで重要な意味をもっている。協力企業は，

争くのひとびとが考えるほど単純ではないが，巨大企業さらには産業コ Yツェ

ノレγの巨大な有機的生産統合体の環に編成されて「生産の集積」の広大な裾野

をかたっくりながら，多くの場合資本結合関係をもたないでいわば外部から

「協刀」する企業である。巨大企業の「生産の集積」は，巨大企業→産業コ γ

ツェノレン→協力企業という 3層の集積から構成きれているが， ここでは庭業コ

γ ツェノレンについてだけ説明する。

。アメリカ イギリスでいう iラス lまたはグループ， ドイツでいうコ γツェルンは，普通，問
一資本系統γ属L，しかも同ーま犬伏闘通事業をいFなむ戸大企芽集問看戸事している.アメリカ
のu.S. Steelが鉄鋼トラストであり， ドイツの Thys:sen，昔の1.G. Farben， Siemensは鉄
鋼コンツ f ルン 総合化学コンツェノレY 電機コソツェルンであ F て，金融機関十中棲とした資
本結合とはハツキリと区別されているBζの点， <主意していただきたい。
なおアメリカ イギリスではカノレテノレ運動をふ〈め文相内形成i晶君札 般にトラスト連動
(trust movement)とよんでいるが，こうした広義のトラス?とさきに述べた狭義のトラスト・
=ンツにノレソをK別しなければならない回トラスト コγツェルンは カルテルの前提であり，
またカルテルのなかで自己の地位を強化しようとする巨大企業集団立のである.
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II 2つのコンツェルン

戦前，三井・三菱・住友 安田などの財閥またはコ γツェノレンに対して， 日

本窒素・日本曹達 昭和電工などを中核とする企業集団が新興財閥または新興

コンツェノレ γとよばれたc こうして戦前，財閥またはコンツェノレンは旧・新2

つに区別されたが， この旧・新2つの財閥またはコ Y ツェノレンは，主としてそ

の成立過程が第一次世界大戦の前か後かという視点から区別されたが，さらに

は事業分野または生産分野の視点からもハヅキリ区別することができる。日本

窒素・日本曹達・昭和電工などの新興財閥または新興コンツェノレンが新しい電

気化学コンビナートを構成しその電気化学コンピナートの環を構成する企業の

集団であったが，三井・三菱・住友などの旧財閥または旧コンツェノレγは，そ

れぞれ持株本社または銀行によって資本的に統合されながらも，事業分野を具

にし少くとも生産過程とし ζは相互に関連の少ない巨大企業の集団であった。

戦後になって，ふるくからの財閥・コ γ ツェルンとともに，イドリエえからグ

ノレープという言葉が輸入されて，三井・三菱・住友・富士銀行・三和銀行ー第

一銀行などの旧財閥ー旧コンツェルYがグループとよばれるとともに，松下電

恐ー日立製作所・新日本製鉄・ 1ヨタ自動車・日産自動市・昭和電工などを中

核と Lた企業集団がおなじ〈グループとよばわて， これらのグループがグルー

プ色してテレビのスポ γサーに設場してくるのこの場合，松下電帯以下のあと

のグノレープが，戦前の新興財閥または新興コ γツヱノレγ とおなじく，いわば生

産結合を基底においた資本結合または:企業集団であるのに対l.-，三井以下のさ

きのグループは，旧財閥または日コ γツェノレγとおなじく生産結合をかL、だ，

少くともそれを主要模機としない資本結合としての企業集団である。こうして

財閥・コンツヱノレγ ・資本グループには，たんなる資本結合としての企業集団

と生産結合を基底とした資本結合としての企業集団との2つの類型の企業集団

があって，わが国ではむとしてたんなる資本結合としての企業集団をコ γツェ

ノレYとよび，欧米諸国で怯生産結合を基底とした資本結合としての企業集団を
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コンソェノレンとよんでし、る九

このことは，わたしがよこでくわしく説明する必要もないほど誰でもが知っ

ている事実である。だが， これらの2つのコンツヱノレンを整合的に統一しよう

と試みる瞬間ただちに，新しい厄介な問題がうまれて〈るはずである。戦前の

わが国の新興電気化学企業集団が欧米諸国でいうコンツヱノレンであるとすれば

〔わが国でも新興コンツェルンとよばれた)，三井・三菱・住友などの旧財閥にふく

まれていた東祥高圧・三井化学，三菱化成，住友化学などを中核とする石炭化

学企業集団は新興コンツェノレンとおなじ類型の生産結合を基底とする企業集団

つまり欧米諸国でいうコンツェノレンではないのか。松下電器・目立製作所・新

日本製鉄・トヨタ自動車 日産自動車・昭和電工などを中核とした企業集団が

欧米諸国でいうコ Y ツェルYであるならば，今日の三井・三菱・住友尉閥にふ

くまれる巨大企業たとえば東芝電気・日本電気・住友金属・三井東庄・三菱化

成・住友化学を中核とする企業集団は欧米諸国立いうコンツヱノレンではないの

であろうか。戦前の新興電気化学三ンツェノレンと当時の旧財閥に属Fる石炭化

学企業集団，今日のわが国の松下電気以下の巨大企業を中核とする企業集団と

三井・三菱・住友などにふくまれるそれぞれの巨大企業を中核とする企業集団，

この 2つの企業集団は， ともに欧米諸国でコ Y ツェノレンとよばれているおなじ

類型の企業集団であり P ともに生産結合を基底とする資本結合としての企業集

阿である。わ t- しはここでは，こうし汗生庭結合をヲ~H是正する資本結合として

の企業集団 欧米諸国でいうトラストまたはコンチェノレンを 括して産業コ

ンツェノレγ とよんでいるのである。

もしこうした産業コンツェルγが実態を反映したただしい概念把握であると

すれば，おなじ類型に属する産業コ Yツェルンは，当然の乙とながら，松下電

器・日立製作所 ほどを中核とするいわば独立の庫業コ γ ツヱルンと財閥を

め この用語法の相央は陸許構造の相央に起因しているようである叫削前の日本では，財閥系巨大
企業が財閥木社の完全な子会社として活動したのに対し，たとえばu.s. Steelが，投資銀行と
して甲 Morgan によって組織された Mor~拍車剖h鯛トラストであわながら Morgan とは相
対的に独立した巨大企業であった.
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構成するいわば財閥系産業コンツェノレγに区別される。財閥は，戦前には，財

閥本社を持株会社としそれに統轄される多くの産業コ Y ツェルンの中央集権的

集合体であり，戦後は財閥解体によって，株式の相互持ち合いによって結合し

た多くの定業コンツェノレンのいわば連邦体制に変質した。中央集権体制 ξあろ

うと連邦体制lであろうと‘財閥は多くの産業コシヅヱノレンを構成要素とし，そ

れらを持株支配と融資関係と L、う広義の金融的諸手段だけで結合じた集合体で

あり，財閥は競合をさげまた投資の安全性をもとめて 1業種1産業コ y ツェノレ

ンを原則として行動するので，財一関系産業コ Y ツヱノレン相互の間には原則自Jに

は牛産品程としての連関はうすいのが普通である旬。こう Lた生産過程正して

の連関をかいだ，金融的諸手段だけで結合された，わが国の三井・三菱・住友

など，またアメリカのぞルガンその他の財閥のような企業集団を，わたしは金

百虫コンツェルンとよぶこととする。

今日の資本集中は，論理的には，巨大企業→産業コンツェノレY→金融コンツ

ヱノレンという 3つの階層からなる 3章構造をもっているが，今日の巨大企業は

すべて多くの関連企業または系列企業をしたがえて産業コンツヱノレYをつくっ

ているので，現実的・具体的には資本の集中は産業コ Y ツェノレY→金融コンツ

ヱノレンという 2重構造をもっているといイてよいであろう。そこで独占資本主

義経済構造の研究者は，この資本集中の視点から，今日の資本集中のいわば到

達点としての金融コンツェノレンを金融資本とみなLて，金融コ yツヱノレyを研

究の主体におくものが多いヘだが， 金融コンツヱノレY にまで到達するために

は，研究は 3きに述べた資本集中の論理的措梯(巨大企業→産業コンツェルン→金

3) 最近，同じ財閥系産業コンツヱノレン相互間の競合が多くなっている白石油化学分野での三井石
油化学と三井東圧，三菱油化と三菱化成のエチレン センターをめくも競合，住友化学と住友軽
金属〔住友金属コンツヱル γ〕のアルミニューム精練をめぐる競合などが著しい例である。連邦
体制の今日の財閥はこう Lた競合問題を解決できなくなっている。
4) 野村芳和氏はこの考え方をさらにすすめて，財閥つまり金融資本を「個別資本」にまでたかめ
ている (1企業分析の限界認噛について上ーー経済論叢第104巷第4.5..6合併号19-20へ 的「経
営分析方法論の批判的樟討上一一経済論叢第108巻第 1 号 34~36ページ. 1現代企業の分析視角」

経済論叢第lC焔巻第 6 号~-7 . 17ベ ジ，同言語事109巻第2号7ベ ジなど〕のそれに払かかわ
らず氏自身の経営分析方法論は，実際には，個別企業の経営分析論をでていない。本節はこうし
た考え方への批判にささげられている巴
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融コンツェルソ〉の順序をふまねばならないばかりでなしこり順序をふまない

ことには実は独占の問題を解決 Eきないのである。その珪由は ζ うである。金

融コンツェノレン相互聞の競争はその全体として行われようがなしそれぞれの

金融コ Y ツェノレYに属する同 または代替産業部門の産業コ Y ツールY相互l司

の競争としてしか行われようがないが， この産業レヴェノしではp たとえば自動

車工業とか電機工業とかの産業部門仁典型的にみられる上うに，金融コンツェ

ノレンに属さないいわば独立の産業コンツェルンが重要な役割を演じているよと

も多い。独占の問題したがって独占価格とか独占利潤とかの問題は，それ自身

としては，同ーまたは代替産業部門内部の産業コンツェルン相互間の競争関係

の問題であって，一挙に金融コ γ ツェノレンを研究の主体におくことは実は独占

形成の必然性とか独占の機構を素通りして資本集中を論ずることになりかねな

いし，そうした研究には独占とか独占体とか独自価格とか独占利潤とかいう言

葉が無数につかわれているが，そこでの独占・独占体は巨大な規模の企業また

は企業集団，独占利潤は巨大な超過手引閏ぐらいの意味しかもっていない。資本

の集中は独占の必要条件ではあっても，それだけでは独占の必要にして充分な

条件ではないはずである。資本集中論は，アメリカの「産業組織論」のような

産業レヴェノレでの独占の具体的研究に媒介されて，はじめて独占資本論に脱皮

することができる白であるヘ産業コンツェルンは産業レヴェノレでの独占また

は寡占関係を構成する主体的要素なのである。

もともとコ γ ツェノレンは資本結合にささえられた企業集団であるが， このコ

γ ツェル γを産業コンツェルンたらしめているのはその資本結合がさらに生産

結合を基底としているような企業集団である点である。産業コ γツでノレンにお

いて資木結合をささえる基底!-Lての生産結合一一「牛産の集積」の具体的形

5) 最近のわが国では，財閥系産業コソツヱルンとともに，本文で述べたように，財閥から都立し
た巨一大産業コソツェルンがかなり存在するが，経済成長の鈍化と独占の強化につれて， ζの組向
がますます強まることが予想されるo アメリカでは193竿前後からζの傾向が急湖此し，スウイ
ク}の金融資本[段階〕の独占資本[段階]への移行論の現実的基誕となった(パラン スウ
ィーク 著j、原敬士訳『独占資本司第2章，さらにスウィークー「投資銀行家の没落上一一r歴史
としての現代』第13章参照〕。
こうなると，資本集中の論理階梯は産業コンツェルンだけになってくる。
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態を説明する ζ とが本稿でのわたしの課題であるが，わたしはさきの論文で巨

大企業そのものの生産構造を説明したので，ここでは巨大企業の生産構造を産

業コンツェルY全体の生産構造にまで拡充することにする o r生産の集積J，士，

産業つ Y ツェノレソのνヴェノレではさきの巨大企業レヴヱノレ上旬も準かに大きし

逢かに複雑な構造をしめすととになる。

III 卜ヨタ自動車コンツェ)~ンの生産構造

わたしは本誌106巻6号の「巨大企業の生産構造(1ト序説」のなかで，巨大

企業の生産構造を実証する実例として，自動車大企業・製鉄大企業・石油化学

大企業をとりあげたが，産業コ γ ツヱルYの生産構造を説明するこ ζでも，お

なじ巨大企業を中核とする産業コンツヱノレンをとりあげることにしたい。そう

することによって，少しでも説明の重複がさけられるからであるc 最初に自動

車工業からトヨタ自動車コンツェノレYをとりあげることにする。

トヨタ自動車工業〔株〕は， 日産自動車(株〉とともにわが国の自動車工業主

両分するばかりでなく，生産台数だけからいえば1971年にはゼネラノレ・モータ

ーズ， フォードにつぐ世界第3f立の巨大企業に成長した(日産自動車は世界第δ

位〉。 だが， トヨタ自動車工業はトヨJ 自動車コ γ ツェノレンのいわば中核企業

であって， ト=タの自動車は乙のコンツェノレン士構成する十三タ系各企業の整

然とした分業と協業とり体制によフて生産され販売されているのである。この

点は日産の白動車についてもかわりはない。

現在の卜 R タ自動車コンツェノレンは，よ〈知られている上うに，豊岡自動織

機製作所から増殖Lて成立した。奥田自動車島j幾製作所のなかに， 1933年に白動

車部と製鋼部が設けられたが，この自動車部が1937年独立してトヨタ自動車工

業となり，製鋼部が1940年独立して現在の愛知製鋼になった。そしてトヨタ自

動車工業からは，いまの豊田通商 (1936年〕・豊田工機 (1941年〉・トヨタ車体

(1945年〉・アイシン精機 (1949年〕・日本電装 (1949年〕そしてトヨタ自動車販売

(19印年〕が分離・独立した。ここまでのところはトヨタ自動車コンツェノレンは
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豊田自動織機製作所・トヨタ自動車工業の細胞分裂による自己増殖過程であり，

日産自動車の合併 系列化による日産自動車コ γ ツェルY の成立過程とはちが

『ている。と三ろが，トヨタ自動車コ Y ツェノレγは，1%日年にはいまの関東自動

車工業を系列化して自己の自動車の組す企業に編成し， 1966年に日野自動車工

業， 1967午にタイハツ工業を「業務提携」という名目で系列し両社の l部でト

ヨタの白動草を組立てさせている。 トヨFでは，豊田自動織機製作所から関東

自動車工業までの自動車関係10社に 3社(豊田中央研究所・豊田紡織・東和不動産〕

を〈わえた13社を「トヨタ・グノレープJ (内部ではAクラス関係会社ともよんでい

る)， 日野自動車工業〔および日野自動車版売〕・タイハツ工業(およびダイハツ自動

J!l販売〕の 2社を「業務提携会社J(内部ではBクラス関係会社ともよんでいる〉とよ

んでいるがトヨタ・グノレ プJ10社と「業務提携会社J2社との訂12社が

トヨタ自動車コンツェルンに属する企業集団であるヘ

iヨタ自動車コ Y ツェノレンの中核企業はいまではトヨタ自動車工業・トヨタ

自動車販売であって， トヨタ自動車工業はトヨタ・コ γ ツェノレYのすべての企

業に最も多く投資している。親会社である豊田自動織機製作用は，み謹企業で

ある関東自動車工業・日野自動車工栄・ダイハツ工業に投資して文配していな

いばかりでなしいまでは部分的にトヨタ自動車工業の組立企楽になっている。

トヨタ自動車工業が，資本的にも， トヨタ自動車コンツェルYを統轄している。

ところでトヨタ・グノレ プJ10社は，関東白動車工業をのぞいて，相互に

封林関係にあり，中核企業であるトヨタ自動車工業さらに豊田自動織機製作所

を別として， 1トヨタ・グノレ プ」による持株合計は日本電装の24パーセYト

からトヨタ車体の50パーセントにも達している。 1トヨタ・グループ」はトヨ

タ自動車工業を中核として強く資本的に結合した企業集団である。 1業務提撹

会社」とよばれている口野自動車工業とタイハツ工業は， Iトヨタ・グノレープ」

とはまったくもがって，グループ内企業との間に相互持株関係をもたず，そこ

切 さしあたりトヨタ自工の案内書‘Toyota'または‘ToyotaMotor' 26-2-7ペ ジ参同町この
ほかに!ヨタ白工 1. ='-タ白販が投資して支配してし1る部品企業またはディ ヲ 企業があり，
内部ではCクラス関係会社とよんでし、るようである。
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ではトヨタ自動車工業とトヨタ自動車販売がもっている 5~6 パ セソトの持

株も「トヨタ・グノレーイ」内企業におけるように支配的な比毛にたっしていな

いu 日野・ダイハツ両社とトヨタ自動車T業土の関係は，日野・ダイハツ両社

にトヨタの自動車の組立てを委託するという「業務淀携」にもとずいて， トヨ

タ自動車工業はそれをバクク・アヅプするために両社の株式を所有し役員を派

遣している o こうしてトヨタ自動車コンツェノレンは，資本結合つまりコ yツェ

ノレンの点からみて， トヨタ自動車工業・トヨタ自動車販売を門の中心とし，つ

ぎに相互持株関係でつよく結合した「トヨタ・グノレープ」という円がこの中心

をとりまき，最後に「業務提j究会社」という中心から速い|すがそれをとりまい

ている九 トヨ F自動車コ Y ツェノレンは 2重の円環構造をもっており，徳川時

代のあの幕藩体制の将軍・御3家・親藩のによく似ているといってよい。

トヨタ自動車コ γツヱノレγは，いま述べたように，資本結合によってかた〈

むすばれたコンツェノレンであるが，さらに，たんなる金融コンヅヱノレYでなく，

その資本結合が生産結合を基底とする産業コ γ ツェノレンである。わたしはつぎ

に， トヨタ自動車コンツェノレγり基底となっている生産過程の連関性を簡単に

説明，-るよとにFる。それにさきだって， トヨタ自動車販売・豊明通商につい

て簡単にふれておく必要がある。 Iヨタ自動車販売は， 195日午のトヨタ自動車

工業の経営危機にさいして，生産金融からの流通金融の分離とし、う金融機関か

らの要請で， トヨタ自動車工業の販売部門が分離・独立したトヨタ自動車工業

の専門版売商社であって，日席自動車ばかりでなく多〈の世界巨大自動車企業

が直接販売組織をとっているのに対して Iトヨタ・グノレ プJを特徴づけて

いる組織であるの。 トヨタ自動車販売は， 部分的に豊旧自動織機製作所のフォ

7) 関東自動車工業をのぞ<11， ~タ グル プI12社ほ「朝の会"よばれる社長会，事諮問係
の企同調査会議技栴関係の技術会議j さらに60をこすといわれてし、る専門一警によってかたく
結ぼれている。関東自動車工業 日野自動車工業 ダイハツ工業白いわば兵器企業は，派遣役員
と個々 の究捗によっ E統轄されているa
なお本年7月からトヨタ由工ーアイジン精機は「関連事業部」という職制金つくったと聞いて
いる。
8) トコタ自動車コンツェルンのうち業務提携」の日野自動率直Y.3 ダイハツ自動車販売を設
立させて， トヨタ自動車工業 lヨタ自動車販売がそれらを支配し亡し、る包 「直接販売」組織を
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ーク・リフト〔豊田自動織機はアォ ク・りフトの世界トップ・メーカーである〕を販

売しているが，主要業務はいうまでもなくトヨタ車とそのための補給品の卸販

売である。豊田通商は，最初にトヨタ車の月賦販売金融企業として出発し

(1936年トヨタ金融)，つぎに戦時中に豊田系諸企業の持株保有会社になり (1942

年豊田産業入戦後の財関解体でその商事部門を継承して一般商社となり (1948年

日新通商，のち車同通商)， 1960年にその経営方針をトヨタ・コ γツェノレγのた

めの同社にぎりかえて現在にいたっている。 トヨタ・コ yツェノレン相主および

トヨタ・:...1/ツヱノレ Y とその協力企業との聞の取引は直接取引を原則とし商社

は介入しないが j.;:Iタ・つ Y ツェル γ と外部との取引は， トヨタ車ーフォ

クリフトとかアイシγ精機の家庭用品などをのぞいては，豊田逓商が他の商社

ととも介L， トヨタ・コ Y ヅヱノレYが豊田通商の取引高にしめる劃合は，購買

・販売それぞれについて，ほぼ30パーセY トに達しているとし寸。 トヨタ・コ

ンツェノレンにお吋る生産過程の連関性を説明するここでは，わたしはトヨタ自

動車販売と豊田通商を捨象してきしっかえない。これらの 2社をのぞいたトヨ

タ自動車コ Y ツェノレY各社の営業内容の概略はつぎの通りである。

トヨタ自動車工業はトヨタ自動車コ YツェノレYの自動車生産の中核企業であ

って，コンツェノレγ所属の諾企業は，それぞれの営業分野の一般企業として活

動するとともに，なによりもトヨタ自動車工業の自動車生産に「協力」すると

いう関係にある。愛知製鋼は「トヨタ・グノレ プj に属するとともに新日本製

鉄の系列に属する特殊鋼メ カーであって， トヨタ自動車工業やそのコンツェ

ノレγ諸企業の使用する特殊鋼生産を分担するとともに，その知多工場鍛造部で

トヨタ自動車工業本社工場のために鍛造部品を受託生産して〈それは同時にトヨ

タ[1工本社工場の組織図のなかに知多鍛造部として編入されている入部品メーカーの

協力組減 Cわる協豊会鋳鉄旋盤部会に所属している。豊田工機は， トヨタ自動

とっている日産自動車も，合併したプリンス自動車のIl&:売部門を目産プリ /λ自動車販売として
分離し， さらにH産自動車コンツヱノレソに属する日産ディーゼル工業にはそれ自身の日産ディー
セル駆売をもたせている.こうして卜旦夕自工 日産自動車に合併または系チMじされた自動車メ
ーカ は，一般に，自分自身の阪売企業をもっている.
「白原」体制を方針としているのは，わが国では，ト=タのほか，三菱自動率である a
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トヨタ自動車コンツェルン企業の

営業主内容 工 場(従業員数〉

建|トヨタ白工 I~ ヨタ車の 貫メ カ|本社元町・白岡堤上郷・三好 (39，282人〕

愛知製鋼 基講習の製造 |知糊造齢山3佃)

時日工機 百4」1L目白製造 |岡崎幸悶稼炉問
アイシン精機I家自ダ動イ庭車カ用部ス品品トの製造 (刈谷新星新川西尾安城仰7

ト

日木電器 1電(自に動気車機2電械二器装f具品乙り川制ナに正)1本社・池同・安域・酉尾・広島(7醐〕ヨ
タ

グ
ノし

警小型襲商警用警車のの組製造立プ
思回自動織機 本社・大府・共和・長草・高浜(5，900)

トヨタ車体 I乗商ト ラ用用ッ車車クの組立 |叩リ谷)(6，000) 

関東自動車 書官軍の組立 横須賀〔田浦・浦郷〕・東富土(4，800)

i 主
附動京ト帥の 11><ヵ|相叩剛山

ダイハツ工業自動車の 貫メー力一I池(9，0田C・G)池田第三・伊丹・西宮・京都・多田 | 
備考 トヨタ自動車工業『会社概況J (昭和47年5月)15ベーシを基礎とし，各社の尭表資料有

車工業モのほかのコ Y ツェノレ γ諸企業の工作機械ー型 治兵工具の生産を分

担する工作機械メーカーで，同時に白エ 自販のために部品を生産し，型 F 治

具メーカーの協力組織精巣会に所属している。アイシY精機は，家庭用品とと

もに日スト y. トノレコ γ などの生産を分担して，協豊会特殊部品部会に所属し

ている。日本電装は主と Lて自動帯電装品の生産を分担して，協豊会特殊部品

部分に所属している。これらの4社が主としてトヨタ自動車工業のために素材
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相且取引関係 (1972年ごろ)

コソツエノレγ内部の取引関係(き全君主長長プエル)

トヨタ・コンチェルン各託企鍛業造への特工殊本鋼社工の販場売
知鍛多造鍛部)造部は自工白受 (自 白 〔自工・自販へ30，...，..32%，全体へ45%)

トヨタ・コンチエノレヰ企業への部品・工作機 問/W専も用研工全削作体帯機で械7広08%700%以%上，，汎自用動工車作諒機世峨嗣) 
械の販売

， 

トヨタ官へ望書-F霊長主主-鰐の各装置 (197咋白工・自販を主とし全体へ品)
機関・体の品 を % 

主主Z志長ンツエルン各企業への屯装品・電気 〔白工・自販へ57%.全体へ白~明〕
共和工場で自社用・ヵ自(工三用カソりソ・ヱンジソ製造

1;7'リ ヅク・アップ

ーで ン ド開立一…て37%)

カローラ と、品二L ーノー、

自主の雲商1、間用現車車〔(ハコイロナエ〕 ス・ライトエース)の組受託立 (自工へ100%)
トラック

(セ…)乗用車コロナ カローラ
自主の クラウン の受託組立 〔自工へ100%)

商用車コロナ ) 
カローラ

羽村工場で自主の リカ・ハイラッタ〉商乗用用受車託車車組((〔パハノ、立ブププリカ〉 /|4476年年210月 自社製トフヅグ24，606台¥) 

乗用 リカL S月の 3月 白41自自44工工31社，4Cの製の0B受8台軽受台託自盟動小主車型空0，349台

一-e~ IOJ/j，，"W_ 1， '7ツグ(;ィよー)t:: 制 1v) 
の受託組立

10月

価証券報告書で滑った。「依存度jの多くは，本年度7・8月におこなった各社からの聞きとりによる。

-設備・重要部品の生産を分担Lているのに対してへ豊田自動織機(協盟会特

殊部品部会所属〉・トヨタ車体(協豊会草体部品部会所属)・関東自動車工業〈関東協

豊会所属〕は，向動車生産に関するかぎ句では， トヨタ自動車丁業のためにその

9) トヨタ自動車工業の部品関連会社(いわゆる Cクラス関連会社〉には，このほかに，愛三工業

(資本金3億円 従業員1，500人〕・中央精鵡 (2億5500方円 600人〕 大豊工業(3億円 L問。

人〉 協畳製作所 (8，叩0万円 610人〉 名古屋ゴム(3億7日田万円 2000人〉 豊精密工業(3億

円 278メJ 高丘工業 (10億円 1，45C人〕などがある(トヨタ自工『トヨタ自動車3(年史』昭
和42年の「関連会社」編参照).
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自動車の受託組立を分担している。豊田自動織機の長草工場， トヨタ車体の本

社(メi谷〕工場，関東自動車工業の横須賀・東富士の両一仁場は， トヨタ自動車工

業から内・外製の部品を提供されて，プレλ工程・儀装工程・総組立工程でそ

れぞれ分担-，る車種の組立を受託し，規模の大小を別とすればヨタ自動車

工業の本社工場の}ラック組立，元町・高岡・堤の諸工場とかわりはなし、。さ

らに i業務提携」している日野自動車工業の羽村工場，ダイハツ工業の池田

工場〔部分的に)は，乙うしたトヨタ自動車工業のための受託組立工場になって

いる 3 乙うしてトヨタドi動車工業は， 自社の4工場とコ γッヱノレン所属他社の

6工場，計10工場でその車を組立てていることになるべ 自動車企業や電器企

業のフノレ・ライン・ジステム C~ull line system)はこうした産業コ Y ツェノレンを

基礎として実現されているのである。

トヨタ自動車コンツェルンを構成している諸企業は，資本的に強く結合して

コγツェノレγをつくっているばかりでなしいま説明したようにトヨタ自動車

工業の自動車生産のためのそれぞれの生産分野を分担しトヨタ自動車コンツヱ

ルン内部の取引高がそれぞれの売上高の半分以上をしめているほど，生産過程

として結合している。 トヨタ自動車工業は別格とし，日野自動車工業・ダイハ

ツ工業を別として， トヨタ・グループに属する各社は，それぞれの業界の五指

にはいる優秀な中竪企業であって，いうま Eもなぐ第1市場上場会社である。

ょうしてトヨタ自動車コ γツヱノレンは文字通り典型的な産業コ yツェノレY であ

るといってまちがいない。

IV 住友金属コンツェルンの生産構造

新日本製鉄・日本鋼管・住友金属・川崎製鉄・神戸製鋼所の 5大銑鋼一貫メ

ーカーはわが国の大量生産品種の普通鋼・特殊鋼関係の製鉄業を完全に支配し

ているが，これらの巨大企業は，みずからの巨大な製鉄所・製鋼所ばかりでな

10) トヨタ自動車工業の組立関係会社には，海外子会社をのぞいて，ほ7)'に特殊車組立の荒川車体
(資本金2億2;10万円従業員2，500人〕・セソ卜ラル自動車(2憶2050万円 1，073人〕などがあ
る(前掲『トヨタ自動車3C年史』の関連会社編参照).
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住友金属の関係会社〔概要)

関係会社
主要関係会社 (1970年下期〉

(1971. 10. 1現在〕
|社数向上高降資本|従業員

J'A 輸海運4社・陸連2社計6社 運輸会社 6 億32円5 億95円3 3，21人8 

副原点産k料物・・ 動力 原器燃産料物63社社・動力2社 計11社

印刷・給食 健印刷保1組7社合1・給食4社 計12社
製造会社 39 1，822 3，960 30，751 

鉄 銅製条鋼鋼品3社2社・鋼・鋼板管9社9社 計23社

非製鉄造業・その他 分離会社4社そり他3社計7社

商 社国内 1社・海外2社計3社 商事会社 2 972 493 932 

草署不動産そ証券不動産3社・その他7社計凹

721土 日，119

139% 107% 

備考住友金属からの間取りによる。

し一方では製鉄所・製鋼所のなかで原燃料・動力・副産物，運輸，印刷・給

食関係の関係企業を支配し，他方では製鉄所・製鋼所のそとに粗鋼その他を加

工する関係企業をかかえ，さらには商社をかかえており，関連事業部または査

業部が管轄するこれらの関係企業の売上高が親企業の売上高をこえているのが

普通である。巨大製鉄企業は実はさらに巨大な製鉄業コ Yツヱノレンの中核企業

であり Lたがってわたしたちは巨大製鉄企業の「生J産の集積」の規模と形態

をみるためにはこの製鉄業コンツヱノレ Yの全体像を調べなければならない山。

新日本製鉄はいうまでもなく最大の製鉄業コンツヱノレγであるが，大きすぎて

本稿にはいりきらないので，ここでは前々稿で側証につかった住友金属コ γ ッ

エノレンの全体像をとらえ亡みよう。

住友金属本社の査業部は運輸6社・原燃料動力副産物11社，印刷給食12.社，

鉄鋼23社・非鉄その他7社・商社3社・証券不動産その他10社ー合計72社を関

11) こ0点にコいては市111，"，勝 r日本鉄鋼業の再編成』の第7章1.2.3. 4にくわしい.ただしこ
ζではコンツェノレンとし、う把握方涯はみられない。
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住友企属の関係会社(運輸，原理持ト動力・副産物，印刷・給食関係〉

(1971. 10. 1現在〉

両干日明!町三時T
住 金 海 軍1.0(81.2)! 678悔上愉送・沿岸荷役

八戸石灰鉱業

中央電気工業

住金化工

共同酸素

鹿島選鉱

動力|鹿島共同火力

|和歌山共同火力

副産物|鹿島鉱化工業

和歌山鉱化工業

小倉鉱化工業

印刷IJI鹿島ビジネスサ ピス
l丸ノ内ヒホジ不スサーピス|

和歌山事務サピス

製鋼印刷所

鋼管印刷所

倉鉄印刷所

扶桑印刷所

併合食|紀水産業

親和産業

有信

紫泉産業

l保険|健庶保険組合
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和歌山

|製鋼所

陸岡管製造所

小倉

本社

利歌山

製鋼所

鋼管製造所

小倉
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備考 1 前表におなビ

2 備考欄の地名はそこにある製鉄所・製鋼所の構内にあることを示す。
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係会社として管轄し， 1971年9月末現在で住友金属からの派遣役員429人・役

員以外の出向者451人ー合計880人にたフしている。関係会社は退職社員の再就

職の場としても利用されているのである。住友金属は，そのうち，運輸6社・

製造39社(関係会社欄の鉄鋼231+・非鉄その他製造業7{上・証券不動産その他の「その

他ρ 商判一 2ネ十の合計4n士を主要関係会社とし℃管枯しているが， これらの主

要関係会社は親会社の，使用総資本では78パ セントであるが，従業員数で

107パーセントベ 売上高では139パーセントに達しており，住友金属の売上高

の38パーセントはこれらの主要関係会社にむけられているのである。住友金属

とζれらの主要関係会社をあわせただけでも，住友金属コンツェルンは住友金

属そのもののほぼ 2倍になり，住友金属コンツヱノレンは住友金属の製品の最大

の販路を構成Lている。ついでにつけ加えるならば，川崎製鉄の製品のほぼ8日

パーセントは関係会社に販売されている。

運輸，原燃料・動力 冨IJ産物その他関係会社

住友金属は，石灰石・マンガン鋭、採掘のほかに，和歌山・鹿島・小倉の製鉄

所のうちに製鉄士程の 1環としてコークス製造・醍素製造，火力発電の関係会

社をもち，鉱?ギ処1豆・構内運搬， cp即u・給食を関係会社にまかせ，最後に沿岸

荷役・沿岸運送・海上:愉涯の関係会社までもっている。和歌山・鹿島・小企な

どの銑鋼l貫製鉄所では，のちに:iili:べる石油化学工業にくらべることはできな

いが，住友金属は主要工程を担当し，コークス・酸素・電力・構内運搬などの

補助工程を資木参加した別会社にまかせに生)}Eの合理化をはかつているので

ある。

鉄鋼非鉄その他・商社などの関係会社

上述したような関係会社とのちに述べる協力企業とのパヅク・アップで生産

された住友金属の粗鋼とか鋼材は，住金物産などの関係商社さらには一般商社

を通じて販売されるが，住友金属は，販路を拡大しまた加工度をあげて付加I{rfti

12) 巨人製鉄企業は直情者とほ剛司数の社外工をコかっている(市川弘勝，前掲書256←261へ 二参
照〉。ここで比較四基準になっている住友金属り従業員数は直仰者だけである。
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住友金属の関係会社

干上 名 I(堅金苦持事)除業員数| 業務内容

億1.6円(100.0ラ〕6 24人16 製鋼ヤ金機械加工 機械加工

山本重工業 0.6 (58.7) 282 小物鋳鋼品

鋼管 大 阪 鋼 管 1.0 (32.7) 203 鋼管

海 南 鋼 管 2.5 (30.0) 1，537 継目無鋼管

柏原機械製作所 1.0 (38.5) 558 カップリング・金型

イ:t 金 機 工 3.0(100.0) 698 ガス容器・継ぎ手

住金鋼管工事 1.0(100.0) 297 配管工事請負

住金大径鋼管 5.0 (30.0) 341 大径鋼管

鋼住管金コプーラウ γ/レート 4.0 (50.0) 12 海底配管パイプ白コンクリート子ィ γ 夕、工業 コーティング

住金ステンレス鋼管 3.5 (37.8) 316 ステ γ レス鋼管

日 本 ピ ア イ 4.2 (59.6) 844 鋼管足場機材・建築請負

条鋼 住 金 発 晶 3.0 (99.9) 39B 各積ばね

住金溶按棒 3.0 (45.5) 396 溶接棒
日本アーコス 0.5 (29.0) 19 惇接ワイヤー・フラックス

鋼栃イ ケや タ 鋼板 11.0 (42.4) 583 カラー鋼板・吟延鋼板

ジァ リング工場 1.8 (38.5) 310 鋼板せん断

住金鋼材工業 5.0 (92.0) 616 軽量売銅，加工土木建築請負

イよミ 金 了 業 2.5 (74.9) 708 勝誠，棒鋼FFJ[製釘

惜考 1 前1表におなじ。*印は第1市場上場会2土
2 住金プラウンルート鋼管コーテJング工業は和歌はじ製鉄所内に，住金と日本ステンレスと
所に隣接し、そこからアルミ地金をう叶て圧延する凶

値をたかめるために，それをさらに関係会社に加工させて最終製品にまで仕上

げ工事請負にまで手をひろげている。住友金属は，新日本製鉄・川崎製鉄にく

らべ，釧管 車師などの比較杓加工度のたかし、製品の割合がたかL、が，巨大企

業はすべて来日鋼・鋼材生赤から機械・機器さらにはいわゆるエンジニアリ Y グ

産業に進出しようと懸命の努力をしている。住友金属は，すでに，鉄鋼の加工

・機械機器製造・工事請負にまで進出している。そして住金物産聞は， 住友商

131 住友金属はすべてり関係会社に資本参加している抗住友金調についで住金物産がかなり多く
の関係会社L資本2参加している。川同苛製鉄コンツェルンは，川崎製鉄が多く田関部会社乞もっ℃
いるカむ )1崎製鉄の子会社の川鉄商事がまた多くの関係会社を組織しているという Z重構造にな
っ亡L、る。

商事会社のζうした位置はさきのトヨタ自動車ヨンツエノレγにもみられる。
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(鉄鋼・非鉄その他・商社関係〕 (1971. 10. 1現在〉

社 名 I(資住金本の持議A〕従業員数I 業務内容
Thai Steel pipe 4億15円 (4日339〕6 14人7 電総管・亜鉛メッキ鋼管

申日本スァ γ レス 32.15 (18.8) 2，144 ステソレエ鋼

*日木パイプ製造 10.0 (31.4) 727 電線管・電縫管

住金横浜スチーノレ・セ
1.0 (60.0) 鋼桓せん断ソター

和歌山鋼業 1.0 (30.0) 364 鋼材の選別加工

非製そ造の業鉄他
*住友軽金属工業 84.0 (27.6) 3，840 アノレミ等軽金属・圧延・仲卸1品

本住友病辞工業 10.0 (60.6) 1，431 精密機器

キ件友特殊金属 10.0 (56.0) 1，575 阪鋼圧延・粉末塗

日島 海 事l 陶 2.7 (90.9) 1，135 陶磁器

キ大阪チタニューム製造 12.0 (18.5) 824 企属チタニューム・シリコ γ

可謁東特殊製鋼 24.0 (11.1) 1，683 鍛鋼鋳鋼ローノレ・鍛造品

ヰダイキン工業 77.0 (20.1) 5，813 冷暖房機.~機内11庄機器

商社 住 金 物 産 20.0 (68.6) 924 鉄鋼の服売

Quality Metal 0.72 (50.0) 4 鋼板の販売

Sumitomo Metal pipe 0.32 (80.0) 12 鋼管り販売

甲子会社である鹿島ステンレスは庫島製鉄折内にある。住友軽金属の製造所は住友化学のアルミ製錬

事などとともに，住友金属ばかりでなし住友金属コンツェノレンの窓口商社と

なっているのである。

住友金属は，そのほかに，証券(1社〕不動産 (2社)その他の合計10社の関係

会社をもつにいる。そりなかには宇部興産・新H本製鉄・住友金属・川崎製鉄

・神戸製鋼所の合介で7 〆ネシアクリンカーをつくっ亡いる宇部化学工業(資

本金12億円・従業員463人，第 l市場上場会社〉もはいっている。

こうして住友金属は，みずからの組鋼・鋼材の生産に関係する多くの関係会

社に資本参加し，みずからの粗鋼・鋼材を1)札工しまたそれを販売する関係会社

に資本参加Lている。つまり住友金属は鉄鋼生産とその加工と販売という営業
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の結合を資本結合と人的結合でかためた製鉄業コンツヱルンの中核企業であり，

住友金属を中核とした関係会社群はまさし〈製鉄業コンツェノレyであり，住友

金属はこうした住友金属コンツヱノレγの中核企業として住友金融コンツェノレY

の主要な参加者なのである。新日本製鉄・日本鋼管・川崎製鉄・神戸製鋼所も

すべて，多少の形態のちがいはあるが，作友金属とおなLく製鉄業コンツ zノレ

ンの中核企業なのtある。

V 住友化学コンツ :d~ ンの生産構造

住友化学は，三菱I~成三弁東圧化学昭和電工とならぶ巨大総合化学企業

であり，三菱化成が三菱金融コンツェノレソのなかで石油化学企業主菱油化と競

合L，三井東圧化学が三井金融コンツ γ ノレY のなかで三井石油化学と競合して

いるのとちがって，化学企業からそのまま石油化学企業に転進し，住友金融コ

ンツェノレyのただ一つの統ーした総合化学企業であるo 住友化学は，ふるくか

らの肥料を中心とする新居浜製造所と新しい石油化学の大江製造所からなる新

居浜コンビナート，住友千葉化学工業と Lて運営されている千葉コンビナ ト，

以上 2つの石油化学コンビナートを基礎として，染料・農薬その他の大阪製造

所〔春日出・岡III・白島の3工場からなっている〉と大分製造所，医薬事業部の茨木

工場 以tの広義の化学工業部門と，菊本・名古屋・富山の3製造所からな

る焼金属事業部とから構成されており， 1970年現在で 1方5000人にちかい従業

員をかかえる文字通りの巨大総介化学企業である凶。 だが，巨大なよの住友化

学は3 乙のほかさらに，査業部が管帖ずる4品社の関係会社をもち，これら45社

はともに親企業のほぼ80パーセントにあたる資本金合計350億円・従業員 1万

2日00人をもち，総役員数423人のうち225人を派遣または兼任している。

と乙ろで， これらの関係会主|ーは，親企業または他企業が土催するコ y ピナー

トの 1環を編成してコ Y ピナ トを構成している企業とコ y ピナートをはなれ

14) 住友化学工業『会社概要』事~i<t なお以下に述べあ関係会社は査業部からの聞きとりによる関
部会社で， r会社概要』の「住友化学の主要関連会社]とはちがってL、る“
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て親企業とともに有機的生産統合体を構成する企業という 2つの類型にわける

ことができる。前者から説明をはじめることとしたい。

コンビナートに参加する関係会社

日本プラント工事・泉業運斡 日進運輸・日進産業をのぞいた11の関係会社

は 4つのコンピナートのなかに位置している。 6社が住友千葉化学コンビアー

ト 5社が住友化学新居浜コンビアーし製鉄化学工業が広畑・大分の製鉄コ

ンビナ ト，日本ポリユチレン工業が川崎の日石石油化学コ Y ピナートに参加

住友化学の関係会社〈コ γ ピナ ト参加企業) (1970年末。〕

社 名 | 資 本(資本金関係〕 |従業副 業務内界

億円

イネ士ヒ 27% 28¥ / 千葉塩ビモノマー 山(，: 0 塩ビそノマー製造

東部プタジェン 40(官本合成~l， ~g) O フタジヱソ製造

i 
日本アノレデハイド 30(手イセ fZD 01 '7セトアルデハイド製造

日本アンモニア 300(': 運動 。アンモエア・尿素製造
コ

塩塩F斤「ピモノマーン 日本塩化ビエ ル 12.0(¥住電気化化学 55001 ヅ O 素タ製造ヒお
l'主ソー

ナ|
ぉo(守 社イt; 3681 73¥ / O メタノール製造1 東日本メタノーノレ

ト

日本プラント工事 0.21(住 イじ 100) 110 設プ備ラ管ン理ト建・設検査・据H

東 葉 3運 Ws 1.25 (化 学 64.8)1. 439 荷造・出荷・輸送

新居浜
日本アトランチック 4叫守 社的

コ 日本ラクタム 90(守 化社36 36 h 9j O カプロラクタム製造
ン〆

ピ 日本プラント工事 cmJ 出〉
ナ
日 進 運 輸 0.04(住 イじ83.3) 560 トラック輸送

ト 日 進 産 業 O.OI(庄 イじ 100) 213 包装・出荷・荷役

他ソ
*製鉄化学工業 ぉω(事目立;;i)1，458 広学畑大分製鉄所で石炭化

企業ナピ

の l 日本オミりスチレ γ工業 20∞(詰 電 5D
。川崎ヨンぶ立支又主巴 lでポリ

コト スチレン

備考 1 柱瓦化学からの聞とりによる。※は第l市場上場会社。
2 従業員0の会社は住化に睦蛍を委託L，したがって性化の従業員が揮世すム
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住友化学の関係会社

社 名 [害霊童三誌や件業員| 業務内容

岡本化学工業 億0.9円〔400%〉 245 テ プ・繊維(オカロン〉製造

海渡化学工業 0.5 (30.8) 352 ヲミネーユ、tト己k ・フィ".ムープラスチァク
成型品製

夫 同 薬 0.3 (55.5) 125 品孟ビ安定剤製造

久住顔料製造 0.75 (70.5) 138 各種顔料製造

広栄化学工業 10.00 (62.5) 743 薬品・医薬品製造

化
吋申束塗料 10.00 (40.4) 1，0口Y 塗料・顔料・油脂工業薬品製造

松栄化学工業 0.2 (50.0) 356 接着剤・合成樹脂化粧板製造
，で主と←ら
大 栄 化 工 0.3 (50.3) 116 染料・中間タ ル製造

上 キ回岡染料製造 1.2 (52.0) 311 染料・化学工業薬品製造

業
東洋色素工業 0.05(100.0) 33 酸化鉄・顔料製造

日新化成 0.04 (55.0) 16 ナフタリン製造

日 新 顔 料 0.9 (60.6) 197 顔料・合成樹脂カヲ リング

日本アップジョン 27.9 (45.0) 439 化学薬品・医薬品・農薬製造

日本エクスラ γ工業 30.0 (50.0) 1，659 アクリル繊維製造

日本トヲベノール 1.08 (00.0) 34 輸血ハック・人工臓器・診断用試薬製造

日本耕士産業 0.06 (86.7) 115 議重量・緋土培養資材・珪酸肥料・

備考前表におなじ。

してコンビナートという生産統合体わ 1環を構成しているが，他企業のコンビ

ナートに参加している製鉄化学工業・日本ポリスチレン工業をのぞいた千葉・

新居浜の両住友化学コ Yピナートに参加している企業は，巨大ではあるが石油

化学コンヒナートを主催ーできない他資本系列の 2流化学企業との合弁己あり，

出資企業が原則として出資割合に応じて製品をひきとることになっており，そ

の点では普通の窓味の関係会社とはちがヮている。だが，住友化学が主催する

コγピナートに参加している合弁関係会社は，それ白身の従業員をもたず，そ

の経営を住友化学に完全に委託L住友化学の職制組織(普通は諜〉に編入されて

おり，その点では住友化学の内部経営になってしまっている。これは住友化学

が主催する石油化学コンビナートの特徴であって，ほかのコンヒナートにはみ

ることができない。ほかのコンビナートでは， 参加企業は， それが100パーセ
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(コンピナートに参加していない企業〉
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社 名 |害諒蒜!じ1従業員| 業務内容

淀 )11 製 薬 %02(100億0円〉 128 医薬品製造

朝口化学工業 0.1 (73.7) 91 アノレミナ系製品開叫造

明 星 化 工 0.035 (74.3) 83 アルミナ系製品・無機工業薬品製造

Y ζ了
ニ品ージランド・アJJ..ミ
ニz ーム λ メノレタース 19.35 (25.0) O アルミエューム製造
の
他 泉 軽 二人車: 属 1.0 (51.0) 145 軽金属鋳造圧延
の

4.48 (30.8) 409 I製アル造ミ・亜鉛の夕、イカスト製品・企型工 京都ダイカスト工業

業*協和カーボン 11.98 (27.9) 349 電極・炭素製品製造

そ白他I富山共同火力 65.00 (48.2) 1 I富山製造所への電力供給

運
正興運輸倉庫 0.4 (51.3) 190 自動車運送・倉庫

ヰ噛
新居浜海運 0.03 (33.3) 28 園内海上輸送・港湾作業

双葉運輸 0.3 (51.0) 269 陸上貨物運送

木前市 畑 産 来 15.0 (28.0) 979 各種物品・酒類販売
商 繁 手日 産 ふフみ食払 02 (30.0) 70 各種化学品販売

社 丸石化学品 0.3 (33.6) 156 染料・塗料・顔料工業薬品腹売

互 栄 商 事 0.5 (30.0) 120 各種薬品・合成樹脂・食品・飼料販売

ント子会社の場合でさえ，親会社とは独自めそれ自身の経営を維持している。

コンビナー卜に参加していない関係会社

住友化学は，基礎原料とか肥料などの大量生産品をつ〈るコンビナートのそ

とで，化学工業その他の工業・運輸・同事関係の多くの関係会社を支配し℃い

るが，工業団係の関係会社は，化学工業関係で染料・顔料 塗料・薬品などの

いわゆるファイン・ケミノJノレの関係会社が多し、ことからわかるように，住友イb

学のつくコた基礎原料を加工する少量生産品をつくっており，また商社も，染

料販売の稲畑産業にみられるように，そうしたものにかたよった専門商社であ

る。化学会社は，とんどの不況で基礎原料面での過剰生産をき hぬけるために，

販路の肱大と付加価値をもとめて，ファイン・ケミカノレに進出しようとしてい

るが，住友化学は大阪製造所・大分製造所・医薬事業部の茨木工場のほか関係
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会社を通じてファイン ケミカノレに進出していた。ここでの関係会社は，住友

化学にとっては，販路の拡大と付加価値の増加を意味Lている。ところで，日

本アップジョン〔アップジョン55ハーセント・住化45ハ セント〕日本エクスヲO/l

業(住化50パーセント・東洋紡50パーセント〕・日本トラベノーノレ日主化50パーセント

-ハタスターラボラトリ ス50パ セント〉・ニュージラン l アノレミニ旦 ム

7、メノレターズ(豪州コマルコ50パ 七ン}."住化25パ ヒγ} ・昭電話パ ヒント〕ー

富山共同火力発電(北陸電力52.7λーセント・住化48.2パーセント〕のような巨大企

業相互の合弁企業もあるが，そのほかの関係会社は，運輸企業をのぞいては，

住友化学のつ〈る原料を加工しまたはそれを原売して，住友化学に支配され住

友化学の有機的生産統合体の一環に編入されてそれを構成している。住友化学

とその関係会社との関係は，さきに説明した住友金属の場合と似ている。

こうして，住友化学は，それ自体が巨大な総合化学企業であるが，さらに多

くの関係会社を支配して総合化学コ Y ツェノレンを構成してこの産業コンツェノレ

ンの中核となり，全体としての住友化学コ YツェルYは住友化学自体のほぼ 2

倍の規模をもっているとみてよい。昭和電工，やや複雑な形態をとっているが

三菱化成・三井東圧化学も住友化学とおなじような化学コ Y ツェノレY をつくっ

ている。

VI 産業コンツェ}~ン

わたしは本稿ではトヨタ自動車工業・住友金属工業・住友化学工業を例とし

ζ トヨタ自動車コンツェノレ0/"住友金属コンツェノレン・仕友化学コンツェノレン

の説明をしてきた。こうした産業コンツェノレンはわが国ばかりでなく先進国の

独占資本主義の基礎構造をなしているので，必要ならばいくらでもこうした実

面を増加することができる。企業における「生産の集積」は，前稿および前々

稿で説明したような，異質工場を要素として組みたてた結合工場・結合企業と

いった有機的生庵統合体という形態をとるばかりでなし巨大企業が関係会社

を結合してみずからを中核としたさらに大きな有機的生産統合体としての産業
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コンツェノレンという形態にまで進んでいる。 トヨタ向動車コンツェノレンはいわ

ば独立した産業コンツヱノレ Yであり，住友金属コンツェノレ γ 住友化学コ Y ツ

エノレンはそれ白身産業コ Y ツヱノレ yでありながら，金融コンツヱノレ:/1こ参IJIlし

その拠点となっτいる。

産業コ γ ツヱノレンは金融コンツヱノレンとはつぎの諸点でもがっている。第一

に，金融コ γ ツヱノレンがたんなる資本結合=資ヰ集中にとどまっているのに対

L-，産業コンツェノレ:/(:1有機的生産統合体をつくるための生産結合を基底とす

る資本結合=資本集中である。この点が産業コ Y ツェノレγ と金融コンツェノレン

との根本的な相異点である。第二に，持株本社をう Lなって株式の相互持ち合

いと社長会で結ぼれている現在の金融コンツェノレンでは，それを構成するそれ

ぞれの戸大企業は相主につよい独 I~件を維持し，原則として相互に経営に干渉

Lないが，有機的生施統合体を基底とする版業コ yツヱノレ γはそれでは生鹿・

販売の有機的統合性を維持することができない。拠点企業としての巨大中核企

業は，本社に関連事業部または査業部，さらにはトヨタn動車工業のように各
程の専門委員会をおいて関係会社を管理するばかりでなく，関係会社に役員ま

たは社員を派遣し， トヨタ自動車工業のようにそうでないときには同族が各社

の役員になって，人的結合を通じて産業コ Yツェノレン全体を統ーしている。こ

のことはすべての先進独占資本主義国に共通する現象であり，だからこそ産業

コンツェノレンだけがコンツェノレY とよばれているのである。最後に，金融コン

ツヱノレンは産業コ Y ツェノレンなしには存主しないが，産業コ γ ツェノレYは金融

コンツェノレγに所属しないでも存在できる。 トヨタ自動車コンツヱノレンは金融

ョγツェノレンから独立した産業コ γツヱノレンであり Tメリカではλ ウイージ

ーのいうように産業コンツェル γが急速に金融コンツヱノレンから独立してきて

おり，わが国でも経済成長が鈍化して設備投資が滅り競争的京占が協調的寡占

に移訂するにつれてアメリカとおなじ現象があらわれてくるであろう船。その

15) わが困の独占理論は，競争寡占と協調寡占と白区別，したがってアメリづらの世占と日本の独占
と四区別がついていないし，またわが国におけあ競争的寡占から協調的寡占への移行の可能性に
ついても気がついていないようである。両者の区別と移行との問題は重要である岨
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ためにも，わたしたちは独占資本主義の構造を金融コンツェノレン一本にしぼる

のでなく，巨大企業→産業コ Y ツヱノレン→金融コンツェノレンの3重構造として

とらえておく必要があるのである。

だが，巨大企業における「生産の集積」はうした産業コンツ z ノレンとい

う資本結合をこえて進む。協力企業とかT請企業とよばれるのは，巨大企業の

資本支配の外側にある巨大企業の支配領域であり，それなしには現在の巨大企

業の生産構造は理解できない。つぎには巨大企業のこの支配領域をみることに

する。

(19720年9月1日脱稿〕


